






Ⅲ.結論 

新生児腹膜炎の予後を左右する最も大きな要因は,菌血症であり,この予防,治療が本症に

おける治療上の Point となる。腹腔内検出菌と血中検出菌とは密接な関係にあり,好気性グ

ラム陰性杵菌,特にPseudomonas aeruginosa,E.coliに有効な抗生剤の早期投与が必要であ

ると考えている。 

今後の検討課題としては, 

1.腸管の部位別,生後日数別の腸内細菌叢を更に詳細に検討し,本症における化学療法の基

礎とする。 

2.消化管の穿孔から菌血症となる時間的経過と菌種の変化,およびそれらに対する抗生剤

の効果の検討を行う予定である。 


